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誰もが自分らしく暮らせるまちをめざして
～部落差別解消推進法を知ろう！～

誰もが自分らしく暮らせるまちをめざして
～部落差別解消推進法を知ろう！～

　「部落差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進法）」は、
部落差別の解消を推進し、部落差別のない社会を実現することを目的とした法律です。
　市では、この法律の趣旨をふまえ、同和問題の解決に向け、さまざまな施策に取り組んでいます。

　日本には、特定の地域出身であることや、そこに住んでいることを理由に、結婚を反対されたり、
就職や日常生活などでさまざまな差別を受けるという問題があります。このような地域は、「同和地区」、
「被差別部落」などと呼ばれ、この問題は「同和問題」「部落差別」と呼ばれており、日本固有のも
のです。
　同和問題の解決は、国及び地方公共団体の責務であると同時に、私たちみんなの課題です。

　差別をなくすためには、人権意識を高めるとともに、正しい知識を学ぶことが大切です。この問題に無関心
であったり、誤った認識を持つことが、差別意識の助長につながります。
　地域においても地区同和教育推進協議会を中心に、同和教育研究指定事業への取組、研修会の開催など
さまざまな取組が行われています。この機会にぜひ研修会に積極的に参加して、人権感覚を磨いていきましょう！

　部落差別解消推進法第１条には、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って
部落差別に関する状況の変化が生じていることが記されています。

神西地区人権イメージ
キャラクター

「かっく・まある」

≪同和問題とは≫

　同和地区出身者との結婚に対して、家族や親戚等、周囲の人たちが反対することで、同和地区出
身者の多くが結婚の際に差別を受け悩んだり、破談になったりすることが今でも起こっています。
　出身などを理由に結婚に反対することは、大きな人権問題です。

　第２条では、「全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるもの
である」との理念にのっとり、「部落差別を解消する必要性に対する国民一人一人の理解を深めるよう努
める」と記されています。

　同和問題は、差別される側の問題ではなく、差別する側の問題です。
　「そっとしておけば自然になくなる」、「自分には関係がない」と差別をなくす努力をしないことは、
差別を認め、許すことになります。
　私たち一人一人が、同和問題を正しく認識し、差別を絶対に許さない心を持ち、
この問題を自らの課題としてとらえ、何をすべきか考え行動に移していくことが
誰もが自分らしく暮らせるまちにつながります。
　部落差別のない社会の実現を目的とした「部落差別の解消の推進に関する
法律（部落差別解消推進法）」については、市ホームページをご覧ください。

≪同和問題に関するさまざまな人権問題が今なお起きています≫

～同和教育講演会や人権・同和教育基礎講座を開催しています～

事例１ 結婚等における差別

　インターネット上で、特定の地域を同和地区であると指摘することは差別であり、それを拡散する
ことは差別を助長する行為です。また、その地域に関係のある人々を誹謗中傷したり、差別的な内容
を投稿するなどの悪質な事案も起こっています。居住地や出身地によって差別されることがあっては
なりません。

事例２ 特定の地域を同和地区だと指摘するような投稿の問題
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みんなが心から暮らしやすいまちを！ 人権について学ぼう！みんなが心から暮らしやすいまちを！ 人権について学ぼう！

９月6日（土）
10：00～12：00
９月6日（土）
10：00～12：00

鳥取県隣保館連絡協議会
会長 川口 寿弘 さん
鳥取県隣保館連絡協議会
会長 川口 寿弘 さん

　隣保館を活用した生活困窮者支援
やこども食堂の取組をはじめ、さま
ざまな団体等と連携して、解決困難
な課題に対応しておられる様子をお
話いただきます。
　あらゆる人権問題の解決に向け
て自分自身に何ができるのか、一緒
に一歩踏み出してみませんか？

第１回

講  師

▲行政ポイントについて
　詳しくはこちら

出雲市人権・同和教育基礎講座　受講生募集

演題／「みんなでつくる、つながる社会。」
　　　～人権問題解決の取組×孤独・孤立対策
　　　　　　　　　　　　　　　　＝地域を豊かに！～

演題／「みんなでつくる、つながる社会。」
　　　～人権問題解決の取組×孤独・孤立対策
　　　　　　　　　　　　　　　　＝地域を豊かに！～

申込み・おたずね／人権同和政策課
〒693-0022　上塩冶町2657-1　出雲市隣保館内
TEL 22-7506　FAX 22-7502
メール：jinken@city.izumo.shimane.jp

◆会　　場／市役所本庁 1階 くにびき大ホール
◆申込方法／電話、FAX、メール、しまね電子申請のいずれかで、①お名前、②住所、③携帯電話番号
　　　　　　などの連絡先を明記のうえ、下記までお申し込みください。
　　　　　　また、介助などをご希望の方は、申込時にお申し出ください。
　　　　　　いずも縁結びPAYで利用可能な行政ポイントが、基礎講座受講１回につき１００ポイント
　　　　　　付与されます。
　　　　　　※ポイントの付与には、事前に「さんいんウォレット」アプリのダウンロード、登録が必要です。
◆定　　員／各回100名（先着順）

▲申込みはこちら
　（しまね電子申請）

10月4日（土）
10：00～12：00
10月4日（土）
10：00～12：00

島根のちょっこしLGBTQ相談室
多賀 法華 さん
島根のちょっこしLGBTQ相談室
多賀 法華 さん

　ご自身の体験を通して、性の多様
性に関する人権啓発に取り組んでお
られる多賀さん。
　誰もがありのままに、自分らしく生
き生きと暮らせるまちになるにはどう
したらよいのか、一緒に考えてみま
しょう！

第２回

講  師

演題／自分らしく生きる演題／自分らしく生きる

11月8日（土）
10：00～12：00
11月8日（土）
10：00～12：00

認知症の人と家族の会島根県支部
代表 黒松 基子 さん
認知症の人と家族の会島根県支部
代表 黒松 基子 さん

　認知症は誰もがなり得る病気で、
その人がその人自身であることは変
わりません。
　認知症の人も、そうでない人も、
お互いを尊重しつつ支え合いなが
ら、ともに歩んでいける共生社会の
実現について、一緒に考えてみませ
んか？

第３回

講  師

演題／手話を通して見えてきたもの
　　　～聞こえない人々の人権とは～
演題／手話を通して見えてきたもの
　　　～聞こえない人々の人権とは～

11月29日（土）
10：00～12：00
11月29日（土）
10：00～12：00

全国手話通訳問題研究会島根県支部
運営委員 長廻 芳行 さん
全国手話通訳問題研究会島根県支部
運営委員 長廻 芳行 さん

　ご自身の経験や、聞こえない人た
ちとの関わりの中でみえてきたこと
などを、わかりやすくお話いただき
ます。
　まずは「知る」こと、「かかわる」
ことから始めてみませんか？そして
自分には何ができるのか一緒に考え
てみましょう！

第４回

講  師

演題／認知症の人の人権演題／認知症の人の人権

受講料
無料
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